
耐震安全性評価報告書の再点検結果（安全上重要な機器・配管）

３．結果

２．の入力の誤りに関する調査を実施した結果、耐震バックチェックの中間

報告で提出した安全上重要な機器・配管系（炉内構造物、制御棒、余熱除去

ポンプ、余熱除去配管、原子炉容器、１次冷却材管、蒸気発生器、原子炉格

納容器）の評価結果について、入力データおよび条件設定に誤りがなかった

ことを確認した。

２．調査概要
委託した会社（解析者）および当社により、以下の調査を実施した。

【委託した会社（解析者）】
評価時のチェックにおいて以下の確認がなされていることをエビデンスにより
確認

①入力根拠書に痕跡を付けながら、各条件の設定根拠が明確になっていること
を２人以上で確認（ダブルチェック）し、なおかつ確認作業が確実に行われ
ていることについて、直接当該解析に携わっていない者が確認（照合）
②入力データをプリントアウトしたものに痕跡を付けながら、入力根拠書どお
りに正しく入力されていることを２人以上で確認（ダブルチェック）し、な
おかつ確認作業が確実に行われていることについて、直接当該解析に携わっ
ていない者が確認（照合）

【当社】
①耐震バックチェックに係る解析業務について、委託した会社（解析者）に
おいてダブルチェックならびに照合がなされていることを確認
②入力根拠書の設定根拠が明確になっていることを委託した会社（解析者）
から提出された資料により確認
③入力データをプリントアウトしたものに痕跡を付けながら入力根拠書どお
りに正しく入力されていることを確認

１．調査内容について
平成２３年８月２２日付、原子力安全・保安院からの指示「耐震安全性評価
報告書の再点検について」を受けて、当社の原子力発電所（美浜、高浜およ
び大飯発電所）において、耐震安全性評価（以下、「耐震バックチェック」
という。)中間報告で提出した安全上重要な機器・配管系（炉内構造物、制御
棒、余熱除去ポンプ、余熱除去配管、原子炉容器、１次冷却材管、蒸気発生
器、原子炉格納容器）の評価結果を対象として以下の調査を実施。

調査概要

人による業務プロセス

電算機による業務プロセス

チェック箇所

調査対象施設

（＊１）大飯３・４号機の原子炉格納容器はコンクリート構造物であるため建屋として調査を実施
（＊２）Ｅ社については、制御棒の挿入性解析に必要な燃料の解析業務を委託（Ｅ社製燃料のみ）
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【委託した会社（解析者）】

【当社】
入力根拠書どおりに正しく
入力されているか確認

根拠が明確である
ことを確認

解析業務について、委託した会社（解析者）において、
ダブルチェックならびに照合がされていることを確認
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評価時のチェックにおいて、ダブルチェックならび
に照合がなされていることをエビデンスにより確認

委託した会社 機器・配管系 美浜発電所 高浜発電所 大飯発電所

炉内構造物

制御棒

余熱除去ポンプ

余熱除去配管

原子炉容器

１次冷却材管

蒸気発生器

原子炉格納容器（＊１）

Ｅ社（＊２） 制御棒 ３号機 １～４号機

Ｄ社 １～３号機 １～４号機 １～４号機

添付資料２


